
【活動報告】 

2017 年 11 月 11 日（土）9：30～10：00 図書館活用のための内部者意見交換会 

 日本人学校教員、地域に駐在する日本人駐在家庭など日本のアイデンティティを有する者が企画および運営を行う

必要がある。また、地域住民を対象とした日本文化の発信のために必要な準備等を鑑みると、内部者の協力が必要不

可欠と言える。今期の活動内容は、内部者の本事業への参画を促し、発信活動としての行事を企画する。 

目標： 

・図書館活用についての意識調査を行う 

・図書館を活用した研究概要を共有する 

・本研究の運営に携わる内部者と研究活動 

 の教育目標を共有する 

内容： 

・図書館の開館とその意義について 

・図書館の具体的活用方法について 

成果： 

・20 名の保護者が参加（全体の約 9％） 

・12 名の運営委員を選出（2017 年度 2 月開始時の運

営委員は、内部者を中心に組織する） 

・右記のような自主運営による活用例が提案された 

 

 

 

検討課題： 

・内部者の活動動機は自身の子女のための日本文化

教育に重点が置かれているが、研究再委託後も本

活動を継続していくためには、本校の特性である

内部者の自主運営を存続させるように、組織運営

を行う必要がある。 

・2017 年度 3 月末までに行われる 2 つの活動で

は、本研究の目標である、外部に対して日本文化

を発信することに重点を移行させる。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

         自主運営の活動案 

    ・子ども対象放課後勉強会 

  例：宿題、読み聞かせ会 

・図書館の放課後開放 

・子どもたちの友達作りを支援するレクリエーション活動 

  例：親子遊び、おにぎり作り、クリスマス会 

  ムービーナイト 

・親子対象日本文化体験 

  例：百人一首や歴史・九九の歌、各県人会のイベント 

・成人対象講演会 

  例：教育、健康に関する講演 

 



12 月 2 日（土）8：30～10：30 図書館運営委員会全体会議 

目的： 

・図書館運営委員会の組織編成 

・運営委員、連絡系統確立 

・作業日程を決定させるための部門別運営会議 

内容： 

・委員代表者会議 

・アクションプランの作成 

・各チームの代表者と担当者の決定 

・図書館の施設機能の確認 

成果： 

・組織編成の確定(図 1) 

・図書館の開館開始日を決定 

・イベント「日本映画鑑賞会」の実施日を決定  

・イベント「日本芸能披露会」の実施日を決定 

・アクションプランの決定 

検討課題： 

・実施可能な活動範囲を事前に提示する必要があった。 

・保護者と学校の役割、協議決定権を確定した。(図 2) 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

学校 

委員代表者 

イベント① 

チーム代表者 

チーム代表者 イベント② 

チーム代表者 

委員 委員 委員 

図書館開館チーム 各イベントチーム（イベント毎に組織） 

学校 

委 員 代 表

チーム代表者 

委員 

協議 

CC による経過共有 

必要に応じて、全体共有指示 

◇学校判断が必要な場合 

学
校
判
断
が
必
要
な
事
項 

 学校 

委 員 代 表

チーム代表者 

委員 

協議・決定 

CC による経過共有 

結果共有 

必要に応じて、全体共有指示 

◇チーム内で決定可能な場合 

図 1:  組織編
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図 2:  協議決定権 



2 月 3 日（土）8：30～10：30 「日本映画鑑賞会」 

鑑賞会内容：STAND BY ME ドラえもん（2014 年） 

入場者数：102 名 駐車場：50 台 

①来場者の読書に関するアンケート 

 

①来場者の読書に関するアンケート 

 

 

 

 

 

 

 

考察：2～3 ヵ月に１冊という回答が約 40％となっており、読書頻度が高いとは言えない。書籍の種類は多様である

が、言語の割合は、英語の書籍に触れる割合が多くなっている。これらは、今回の調査対象が同年齢帯で補習校に通

う内部者であったことも大きな要因と考えられる。英語での読書が多いことについては、永住者は英語を中心に生活

しており、駐在者は英語の学習のために意識的に英語書籍に触れていることが起因していると考えられる。本研究の

推進のために、英語図書の充実を検討することが一案とも言える。 

②NICC を活用したイベントと参加者について 
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検討課題： 

・今回は内部者向けのイベントとなったが、次

回以降、内部者の友人およびその家族、教育関

係者へ広げることを念頭に進めたい。 

・子どもを対象にするイベントは、保護者の来

場も必須とするため、45 家庭が限度と考える。

今後は、外部者対象により多くの家庭数が参加できるイベントを企画したい。 

・映画鑑賞は準備面からも非常に運営がしやすく汎用性が高い。日本の代表映画作品であっ

たため、告知後約２日間で予約が定員に達した。来場動機に繋がるような内容を精査しなが

ら、今後の鑑賞内容を選定したい。 

・アンケート時に人種を聞くことは、差別にもつながりかねないという印象が運営に関わっ

た保護者スタッフから出されたため、母国語についての調査を行った。 

 

(4) 今後の活動予定 

3 月 3 日（土）13 時 30 分～16 時 00 分 日本芸能披露会 

・旧ホームスティ交流校である El Marino Elementary School の保護者と児童も来場する予定。 

3 月 24 日（土）時間検討中  日本語スピーチコンテスト 

「海外日本語教育を応援する会」主催の日本語スピーチコンテストを実施する。コンテストの参加者募集、広報、審査

等は UCLA 及び CSULA、現地高校の日本人の教師会（TJSC）が中心に行い、Aurora Foundation や、Japan Foundation、

UCLA Terasaki Foundation の協賛を得て、日本語を学ぶ地域児童生徒の発信活動を支援する。 

 子ども： 

・おとうさんおかあさんとみることができてうれしかった。 

・ドラえもんクイズをもらいました。とても楽しかったです。 

・とても楽しかったです。また、イベントにきたいです。 

 大人： 

・開催ありがとうございました。他の映画の上映会も期待しています。 

・日本の誇れるものがテーマで良かった。今後は、かるたや日本のゲーム

をする機会などもあると良いと思います。 

 

 


